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業績予想の修正（連結および個別）に関するお知らせ 
 
最近の業績の動向等を踏まえ、平成 17年 11月 2日の中間決算発表時に公表した業績予想を下記の

とおり修正いたします。 
 

記 
 
（１）平成 18年 3月期連結通期業績予想数値の修正（平成 17年 4月 1日～平成 18年 3月 31日） 

（単位：百万円、％） 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 
（平成 17年 11月 2日発表） 330,000 31,500 29,000 13,000 

今回発表予想(Ｂ) 333,000 33,500 31,500 14,500 
増減額(Ｂ－Ａ) 3,000 2,000 2,500 1,500 
増減率 0.9 6.3 8.6 11.5 

[ご参考]   
前期（平成 17年 3月期）実績(Ｃ) 306,335 28,552 25,151 10,844 
対前期増減額(Ｂ－Ｃ) 26,665 4,948 6,349 3,656 
対前期増減率 8.7 17.3 25.2 33.7 

 
（２）平成 18年 3月期個別通期業績予想数値の修正（平成 17年 4月 1日～平成 18年 3月 31日） 

（単位：百万円、％） 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 
（平成 17年 11月 2日発表） 183,000 13,700 16,500 10,000 

今回発表予想(Ｂ) 186,000 16,500 19,500 13,500 
増減額(Ｂ－Ａ) 3,000 2,800 3,000 3,500 
増減率 1.6 20.4 18.2 35.0 

[ご参考]   
前期（平成 17年 3月期）実績(Ｃ) 167,678 11,028 12,605 6,882 
対前期増減額(Ｂ－Ｃ) 18,322 5,472 6,895 6,618 
対前期増減率 10.9 49.6 54.7 96.2 

 



 
（３）理 由 
当期の連結および個別の業績につきましては、原燃料価格の高騰が続く厳しい状況ではあります

が、売上高、営業利益、経常利益、当期純利益とも、前回発表予想を上回る見込みとなりましたた

め、上記の通り予想を修正いたします。 
主な理由は、為替レートが前回発表時の下半期の想定（1米ドル＝105円）よりも円安傾向で推
移していることや、販売価格の是正およびコストダウンへの取り組み等によるものであります。個

別につきましては、前回発表予想に対し、主として連結子会社からの配当金が見込みよりも増加し

たことによるものであります。 
 

 
（注）上記の業績予想につきましては、現時点で入手された情報に基づき判断したものであり、実際

の業績は、様々な要因により、これらの業績予想とは異なることがありうることをご承知おき

ください。 
 

以 上 


